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これまでの経緯について 

【統合準備委員会】                         

第１回・・・平成２８年１１月２９日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

①委員長の選出 河合哲志委員 

②副委員長の指名 鈴木正三委員 

③これまでの経緯と今

後のスケジュール 

各専門部会における、平成３０年度までの年間スケジ

ュールを説明。 

④その他 教育課程部会については、学校間で決めることや、事

前準備をしていくことが多いため、専門部会への議題、

報告事項は両校で先行して実施していくことを委員会

で了承。 

第２回・・・平成２９年１月２４日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

・新入生の部活動につ

いて 

①伊良湖岬中学校に「男子バレー部」と「男子卓球部」

を平成２９年度に新設する。 

②平成３０年度の新人戦は合同チームを認める。 

③大会参加時のユニホームについては、市内の試合に

限り、伊良湖岬中と福江中が混在しても可とする。 

④平成２９年度から、伊良湖岬中と福江中との交流を

目的とした合同練習を実施する。 

・新入生の服装につい

て 

①中学３年間（伊良湖岬中２年間、福江中１年間）は、

どちらの服装・持ち物でも可とする。 

※新たに購入する場合は「福江中」用を購入する。 

②伊良湖岬中の特色ある行事を継承するため、伊良湖

岬中の「夏用体操服を上下１着」は準備してもらう。

第３回・・・平成２９年７月１３日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

①これまでの経緯 平成 28 年度に開催した統合準備委員会及び各部会（教

育課程部会、通学体制部会）での協議内容等の報告 

②委員長の選出 小久保正吾委員 

③副委員長の指名 鈴木正三委員 

④部会長の任命 地域部会長：清田大治委員 

ＰＴＡ部会長：小林琢委員 

参 考
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教育課程部会長：久瀬正弘委員 

通学体制部会長：牛田久美夫委員 

⑤今後のスケジュール 各専門部会における、平成３０年度までの年間スケジ

ュールを説明 

第４回・・・平成３０年３月２７日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

①これまでの経緯 平成 29 年度に開催した統合準備委員会及び各部会（地

域部会、ＰＴＡ部会、教育課程部会、通学体制部会）

での協議内容等の報告 

第５回・・・平成３０年５月２９日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

①副委員長の指名 齋藤末広委員 

②部会長の任命 地域部会長：清田大治委員 

ＰＴＡ部会長：森下正敏委員 

教育課程部会長：久瀬正弘委員 

通学体制部会長：木邨龍雄委員 

③これまでの経緯 平成 29 年度に開催した統合準備委員会及び各部会で

の協議内容等の報告 

④今後のスケジュール 各専門部会における、統合までの年間スケジュールを

説明 

【専門部会『地域部会』】                      

第１回・・・平成２９年８月２１日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

・仕事内容の確認 式典行事（閉校式、閉校記念誌、受入式）、同窓会、歴

史・伝統の保存等 

・割振り・期日の確認 ・福江中：受入式（H30）、同窓会（H29） 

・伊良湖岬中：閉校式（H29）、閉校記念誌（H29）、 

     歴史・伝統の保存（H29）、同窓会（H29） 

・今後の進め方 ・各グループごとで集まり、意見を集約し、その後部

会で検討していく。 
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第２回・・・平成３０年２月１５日〔会場＝伊良湖岬中学校：会議室〕 

・同窓会 ・同窓会は存続していく。 

・会則については、現福江中学のものを基本とする。

・閉校記念式典 予定日：平成３１年３月１４日（木） 

・S22～H30 までの歴史を写真や記事等を募集 

・生徒による演舞やわかたか太鼓の披露 

・地域の方のためにも校舎見学を行う 

・記念誌として、写真等を印刷したクリアファイルを

校区へ配布 

⇒ドローンでの撮影や校歌を歌っているところを録

音した CD 等も検討 

●細案は、H30.4 月から校区等と調整していく。 

・歴史・伝統の保存 ・校内にある石碑や書画、文集、写真等の保存先 

 ⇒市事務局と調整していく 

・わかたか太鼓については、伊良湖岬校区にサークル

として残す予定。 

第３回・・・平成３０年９月１１日〔会場＝伊良湖岬中学校：会議室〕 

・同窓会 ・岬中同窓会は今年度で金銭的なものは終わりにして、

来年度からは福江中同窓会としてスタートする。 

・会則については、現福江中学のものを基本として、

一部名称等を変更。 

・役員・理事の男女比は１：１になっていくことを目

標とする。 

・閉校記念式典 ・日時 

平成３１年３月１４日（木）１４時から 

・参加者 

市当局：市長、教育長、教育部長等 

  市議会関係：議長、旧渥美町地区の議員 

  校区関係者：コミュニティ会長、ＰＴＡ会長等 

  学校関係者：歴代校長等 

  生徒：H30 年度在籍生徒。卒業式後であるが３年

生も含む。 
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  卒業生：希望する卒業生 

  福江中、福江高校関係者：校長等 

 ※校区関係者については、以前の会長方にもお声を

かける。 

・内容 

式典：各あいさつ、生徒発表（学校の歴史をスラ

イド写真や映像で振り返る）、校歌斉唱等 

    生徒 

  生徒アトラクション：演舞、わかたか太鼓、合唱

  企画：運動場でのイベント 

  校舎見学：自由参観 

・その他 

  記念品：クリアファイル、パンフレット、ＤＶＤ

を生徒、来賓等に配布 

  校舎見学：閉校式以降、３月２９日までの間であ

れば、見学をできるようにする。 

ただし、平日の 8：30 から 16：30 ま

でとし、授業のある際は、生徒の学習の

支障にならないようにしてもらう。 

・閉校式同日の１３時から臨時のＰＴＡ総会を開催す

る。 

・歴史・伝統の保存 ・校内にある絵画や書、石碑等の保存先 

 ⇒福江中、伊良湖岬小、文化財課等へ移設 

・今後出てきたものも、事務局等と調整していく。 

・備品等で使えるものは、福江中を優先として市内各

小中学校に配分 

・わかたか太鼓 ・地区のサークルとしていく。中学生、高校生を募集

する。歴代ＰＴＡ会長の会や現ＰＴＡさん、出身教員

の方が世話人になっていただける。 
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【専門部会『ＰＴＡ部会』】                     

第１回・・・平成２９年８月２１日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

・会則 ・福江中学校のものに準じて作成 

・ＰＴＡ委員等の人数 ・亀山・清田合体バージョンの４役（案）という方向

で、各学校へ持ち帰り、人数等を検討してもらう。 

【専門部会『教育課程部会』】                     

第１回・・・平成２８年１２月６日〔会場＝福江中学校：会議室〕 

・部活動体制について ①伊良湖岬中学校に新たな部活動を新設する。 

②大会等への参加の仕方 

③大会におけるユニホーム混在の承諾。 

④伊良湖岬中と福江中との合同練習の仕方 

・服装規定について ①制服の基本的なスタンス。 

②体操服、体育館シューズ、ウインドブレーカー、通

学バッグ、通学シューズ、上履き等の調整。 

第２回・・・平成２９年１月１２日〔会場＝福江中学校：会議室〕 

 ・部活動体制及び服装規定について、前回に引き続き検討協議 

第３回・・・平成２９年３月 15 日〔会場＝福江中学校：会議室〕 

・今後のスケジュール

の説明 

①事前交流事業、部活動交流事業について 

②学校行事（体育大会、合唱祭、修学旅行等） 

③服装、持ち物、校則について 

（服装については、ほぼ検討が終了。） 

④生徒会役員の選出方法について 

第４回・・・平成２９年１２月 1１日〔会場＝福江中学校：会議室〕 

・修学旅行についての説明 ・日程、旅行先、行程等の案について 

・平成３１年度の年間

行事予定 

・これまでの福江中のものと同様に作成予定 

・大きな行事については早めに決定していく。 

・平成３１年度は４月中旬に３年生も１泊の合宿実施

予定（統合後すぐに修学旅行のため） 
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③制服の変更 福江高校と同型の制服変更に向けて検討の開始をする

旨の報告 

・H31 年度入学生からの変更 

・現在使用している両中学校の制服の着用も認めてい

く方向 

第５回・・・平成３０年１０月９日〔会場＝福江中学校：会議室〕 

・生徒指導 （校則）原則福江中のきまりに合わせる。 

（制服）ブレザー型 

   ・靴下の色、ベスト・セーターの着用、靴 

については、検討中

・生徒会 

※決定事項。生徒に

も周知済み。 

・H31 年度前期のみ定数を７名から８名に変更。 

 岬中(2 名)・福江中(6 名)の各校で H30 年度中に選出

・H31 年度後期以降は、７名定数に戻る。 

・生徒会行事・委員会は福江中にあわせる。 

・学校行事 ・福江中の行事にあわせる。 

・部活動 ・H30 年度から野球部は２校の合同チーム。 

・練習着は、新しいものを買うときは福江中のものを

買う。ただし、現在使用しているものもそのまま使用

可 

・統合後の部活について、岬中で現在入部調査中。 

・今後の動き ・H30.11.22 保護者説明会。1、2 年生の生徒・保護者

対象。 

・H31.2.7 入学説明会。現小学６年生の児童・保護者

対象。制服の採寸も予定。日程の変更の可能性あり 

・通学団の編成 ・現在、福江中１７、岬中１０の通学団有。教員数か

らも統合後２７を維持すのは難しいため、再編成を検

討中

・出発式 ・２校が一緒になってスタートするという意味で『受

入式』から『出発式』へ名前を変更する 

・時期は始業式後を予定しているが、詳細は検討中。

・内容についても検討中

・事前合宿 ・新３年生は、統合後すぐに修学旅行になるため、H31

年度のみ、４月に宿泊研修を行う。 
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・日にち：H31 年 4 月 16 日、17 日 

・場所：休暇村伊良湖 

※施設予約のため、日にちと場所は決定とする。

・内容：レクリエーション等。詳細は今後検討 

・費用：食費は保護者負担。その他費用は、市負担。

【専門部会『通学体制部会』】                     

第１回・・・平成２９年３月 9 日〔会場＝渥美文化会館：小会議室〕 

・遠距離通学の基本方

針について説明 

・伊良湖岬中及び福江中校区図を下に、通学路として

の路線を検討。 

・平成３１年度における伊良湖岬中からの生徒数見込

みを説明。 

・スクールバス通学時のルート検討。 

第２回・・・平成２９年８月３０日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

・第１回までの確認 ・小学校再編に伴う遠距離通学基本方針について説明。

・伊良湖岬中、福江中学校区図及び平成３１年度にお

ける伊良湖岬中からの生徒数の見込を説明。 

・スクールバス使用の確認。 

・検討事項 ・スクールバスの必要台数⇒３台ですすめる 

・バス停の位置 

第３回・・・平成２９年１０月１２日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

・福江中学校のバス停

（案） 

・福江中学校武道場横のグランドを整備してバス停と

する。 

・正門の県道を挟んで向かい側にカーブミラーの設置

を要望していくことの承諾 

・スクールバスの運行 運行ルート⇒中型、マイクロの見積りをとって再度台

数の検討を希望。 
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第４回・・・平成３０年７月１９日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

・契約 ・４月１日運行のため、H30 年度に契約を行うため、

契約に必要な事項の決定していく。 

・バスの台数 ・３台 ※昨年度決定済み

・バスの大きさ ・大型１台（堀切・小塩津号） 

・中型２台（伊良湖号、和地・土田号） 

※今回の部会内で決定 

・運行ルート ・伊良湖ルート、堀切・小塩津ルート、和地・土田ル

ートの大まかなところは決定。 

※堀切・小塩津ルートのみ、前回までと保美の信号を

抜けていくルートへの変更あり。 

・バス停の位置、バス停の選択制、自転車置き場の設

置、部活動の総体への送迎については、次回再度検討

・便数 ・朝：１便。 

・帰り：２便。（部活のない子便、部活のある子便） 

※便数は今回の部会で決定。細かい時間は今後調整

・基本ルール ・各バス停とも発車時刻が来たら出発する。人員の確

認はしない。路線バスのような運行とする。 

※部会内で決定 

第５回・・・平成３０年９月２８日〔会場＝渥美文化会館：大会議室〕 

・契約事項について ・前回に引き続き、契約に必要な事項を決めていく。

・バスの台数と大きさ ・大型１台、中型２台の計３台 ※前回までに決定済

・ルート ・（伊良湖線）市民館を出発して２５９号線を通るルー

ト 

・（堀切・小塩津線）常光寺→ほりきり広場→総体から

保美の信号を抜けていくルート 

・（和地・土田線）土田の集落センター→和地交差点か

ら大坂を経由するルート 

※今回の部会で決定 

・バス停の選択制 ・在住地区のコース内であれば、どこのバス停から乗

っても自由とする。（コースを越えての選択は、バスの

定員があふれてしまうことがあるので、NG とする。） 

※今回の部会内で決定 
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・バス停の位置 ・（伊良湖線）伊良湖市民館 

 ※西山地区の子については、今回のスタート時はバ

スを利用しない。（校区調整結果確認済み） 

・（堀切・小塩津線）常光寺、ほりきり広場、総体 

・（和地・土田線）土田の集落センター、和地 

※『和地』については、地元と事務局で調整するが、

その他は部会内で決定。

・便数 ・朝：１便 

・帰り：２便（部活のない子便、部活のある子便） 

※前回の部会で決定 

・土曜、祝日、長期休暇中の部活動、市内大会時の会

場までの運行も検討していく。 

・駐輪場を整備するバ

ス停 

・（伊良湖線）伊良湖市民館 

・（堀切・小塩津線）常光寺、ほりきり広場、総体 

・（和地・土田線）土田集落センター、和地 

※今回の部会内で決定。ただし、『和地』については、

バス停の位置も含めて地元と事務局で調整する。下線

のある２つのバス停については、市の土地ではないた

め、４月スタート時には設置が間に合わない可能性が

ある。

・その他 ・バス停など、統合後実際に運用していく中で、生徒

の利便性等を考えて変更していく。その際は、学校と

事務局で調整していく。 

※部会内で承認 


